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チ ッ ソ、リン酸お よびカ リは作物栽培にお ける三 大要素と して普通に施用されて い る。富山県農

業試験場では 、土壌の 養分供給力と水稲の 生育お よび収量 と の 関係を明 らか に し施肥対策 の基礎

資料とするた め 、昭和 57 年か ら水稲の 三要素試験を継続 して い る。本研究で は、継続 した三 要

素試験区 での水稲生育、収量構成要素の調査 に加え 、土壌 中の 分布および根の 生理活性を測定 し、

水稲栽培における三 要素施肥 の1意味に つ い て 再検討 した 。

材料 お よ び 方 法 ：調査は 、富山県農業試験場の 211 号水 田 にお い て 、三要 素試験 開始後 18

年 目（2000 年）および 19 年 目 （2001 年） に実施した。栽培品種は コ シ ヒカ リで ある。実験圃

場の 土壌は、レキ質灰色低地土 （国領統）で あ る 。 5試験区 2 連制に よる実験を実施 した 。 各試

験区 の 栽培面積 は 0，84a で あ る。2000 年は 5 月 7 日に田植 え （手植え） を行 い 、栽植密度は

23 株 M
’2
で 1 株 4 本植 えとした。2001 年の移植 日は 5 月 8 日で あ り、栽植密度は 25 株 M

’2
で

1株 4 本植 え と した 。 施肥管理は第 1 表に示 した。生育調査は 各区 と も rt　2 株に つ い て実施 した 。

収量調査は坪刈 り法によ り実施 した。2000 年の 根系調査 は収穫後に 実施 し、株間の根系分布は

コ アサ ンプル 法を用 い て 調査 した 。 2001 年の根系調 査 も コ アサ ン プル 法 （φ53mm
，
300mmD ）

を用 い 、7 月 18 日 （分げつ 期）、 8 月 7 日 （出穂直後）お よ び 9 月 23 日 （収穫 期）に 実施し

た 。根の 生理活性を評価する 指標 として、出穂期 （8 月 7 日）の 出液速度 と根系か らの Rb 吸収

量を測定 した。40mg ・mr1 の Rb を含む寒天ゲル （0．4％寒天 ） 10ml （4 箇所 ・株
一1 ）を、注

射器を用い て株間の 土壌下 5cm また は株直下 20cm にスポ ッ ト注入 し、5 日後 に処理株 を刈 り

取 っ た。採取株は乾燥した の ち粉末 に し、原子吸光法 によ り Rb 含有量を定量 し根の 生理活性を

示す指標 とした e

結果 お よ び 考察 ： 2000 年およ び 2001 年における収量構成要素を第 2 表に 示 した。無肥 料

区お よび無 N 区 の 収量は、無 リン 区 、 無カ リ区 およ び三 要素区 よ り低い 水準を示 したが、無 リ
’

ン 区 、 無カ リ区および三 要 素区の間 には大きな差は認め られなか っ た。2000 年の 収穫後に 調査

した土壌 10−20cm および 20−30cm 階層の 根重に試験区に よる有意差が認め られ た もの の 、三 要

素区、無 リ ン 区、無カ リ区 と の 間に根重の 有意差は認め られなか っ た （第 3表〉 。 継続試験 19
年目 （2001 年）の 根重の 階層分布は 、第 4−1 お よび 4 −2 表に 示 した。出穂期 にお ける 0−10cm
の 階層の根重お よび総根重 は無肥料区 よ り無チ ッ ソ区で 有意に多か っ たが 、三 要 素区 、無 カ リ区、

無 リン区 の 3試験区間で は有意な差は認 め られなか っ た 。 収穫期の根重は 20−30cm の 階層で 有

意差が認 め られ 、三 要素区が無カ リ区およ び無リ ン区よ り有意 に少なか っ た。しか し、そ の 他の

階層の 根重 と総根重 に試験区の違 い による有意差は認 め られなか っ た。出液速度 を第 5 表に示

した。1 株あた り の 出液速度 に 試験区 の違 い によ る有意差は認め られなか っ た。分 げつ 茎あた り

の 出液速度およ び地 上部単位乾重あた りの 出液速度は 、無 リン 区、無カ リ区、三要素区 の 問で有

意差は認め られなか っ たが 、無肥 量区と無チ ッ ソ区の 出液速度は 、そ の 他の 試験区よ り大きく、
これ ら の 試験区の 根の 活力は高 い と判断され た 。 Rb 吸収量を第 6表 に示 した 。 1株あた りの Rb
吸収量に試験 区 によ る 有意差が認 め られ 、株間 5cm 下の Rb 吸収量 は無チ ッ ソ 区で有意 に小さ

く、無カ リ区で 有意に大きか っ た。株直下 20cm の Rb 吸収量で も同様な結果が示 され 、無カ リ

区 と三 要 素区 との問に有意差が認め られなか っ たも の の 、無 カ リ区 の Rb 吸収量 は他の 試験区よ
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り有意に多か っ た。出穂期にお け る根の 生 理活性 は、無肥料区、無 リン区、三 要素区の 問で差 は

なか っ たが、無チ ッ ソ区の根の 活性 は低く、無カリ区で は 高い と判断され た。土壌 中の根重分布

には試験区の 違い による有意差が認められなか っ たが、根の 生理的活性に は有意差が認め られた

こ とに なる 。 しか し、無カ リ区 、無 リン 区、三 要素区 の 間で 収量差はな く、根重に も有意差は認

め られなか っ た。コ シ ヒカ リ栽培 におい て慣行通 りに リンまたはカ リを施用する施肥法は、再考

する必要が あるもの と考え られ た。
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第 3 表 　収穫後 の 根乾里の 土壌 中階層分布 （2◎00年 Il月 10 日）
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試 験 区　　 　0−10c

無 チ ッソ区　S8．O 士2．
無 カリ 区 　5ア、O 土7．
無リン 区 　60、3 士6．
三要素区　　　　59．0 土6．
LSDOO5 　344

　　根　乾　

　10・2ecm 　　　　
20

．30

14． 3士0．8　　　　3． 3±O
620 ．3±3．ア　　　　　　9 ．3士
A425 ．6士3．5 　　　　 7、3
0．214．6±3．0　　　　　8．
mO ．51221 ．　　

　

　5
曹 根凪 無肥F49 　41． 7± 12．2mg　20 ． 3 ±0． 2mg　 4

肚0 ．3mg ．範肥 量（kg ’ 10a ），

肥は2回の 合計 66

O±1S．曾mg75
．6土 3．135
．6士 1．694
．3± 7、479
．0

9、 43456 平均

土 標準蹼差（n＝3 ， 第 2 表　三要素試 験区に おけ

収匿および収量 構成要素

収　ほ　櫛 成　要　 度

試験区 精　米重

1 「 数 200

@ 無 肥料区

　　 無チ ッソ区

　　 　 無カリ

　　　 熙リン 区

　　 三要素 区

D ↑ 　無肥料区

　　 　無 チッソ

　　　無カ

区 　　　無リン
　

　三要

区

Ske0a77223758

5S451538
362611 　数　登．歩合　　千粒重 174　本厂 　　
．3　　　　　ア6．7％　　　　　20．59260 　　　　　　
59．3　　　　　 S7、9　　　　　　21．5374 　　　　
　68．8　　　　　89、5　　　　　　23．4354 　　
　　　74．1　　　　87、8　　　　　　23．5385 　　
　　　78．3　　　　　88、5　　　　　　23．6255 　　　　　　
　　　75 ．4　　　　　82．9　 　　　　　　21 ．82S
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　　　　　IO1．1　　　　68、 6　　　　　　23．84

　　　　　　84 ．1 　 　 　 　ア1 ． 0 　　 　　　 　23 ．9 第 4 − 1 表　

要素試験区

出瓲朋 おける根乾 重 布（2001年   日1 根 　 　重 賦験区 O ・1
m1|20cm20

− 3m3|40c

総根 重 無

料区 無チッソ区
カリ区 無リン区
O要素区LSDO0555

．5±　
D9mg1231
±　5．

109． 6±　4 ．

103． 8±2D592
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．9593
° 25．43
．5m

36． 1士5． 033 、6 土1．439 、1土3 ．63t
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g　　O、 4土0．1mg　　

．5士　2 ．amg18 ．呂士3．
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．7土9． 2 　　 　　　
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．6圭1． 9　　　
025 ． 1　　　
2．0

9 ．5 土13 、3155

9 土11』8170 ． 8 ±2e 、 3133 ．7 土13、775 ．5 °

平均置士漂

誤藻（   ） 4− 2表　三要 試験区の収稙期 おける根乾重 布（2
1年9 月

日） 根

乾　露

褐ｱ 区

4D  

0・20cm

0−10cm3e
40  総根越
ｳ肥料区 無チッ
区 無カリ区

リン区三要素区
LSDO．

69．1土1． 473
． O±　

D497 ．312
．29 巳

9±13． 3C
．S±1

A6S7 ．5827 ．4 士4 、

g23 、8±3．432 ．

y4．624 ．5±†．0
24．5士 2．813 ． 735

8士2．4mg　　4．4 土

g9
．
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@　　　　 0176

土1．e　　　　　
Dア ±02 ．2±
D3　　　　　0D63

■　

　　　 　 　【． S ， 10

A7 ±9．Omg106 ．4 士 10 ．41

．7 ±

9．541
． ア士

、95
． 6 ±

9 ．1

8 ． 94 平
均値± 標邸麒差 （ nt3 ） 第5 表　出穂期に

けるs出液速度の試験
間変異 試験区
ｳ肥料区 無チッ
区 無カリ区
リン区 三要棄区

出液速度／株・hr　出
速度／茎・ hr　出

速度／　・ h厂
D44±o ．9494
．50士 o，38

5、tO士 o，s83
．70土 O．324
．61土0．40O
．59土 0．1fO
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． 25 ±O ．030 ．19
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験 区
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＿＿　　Rb　

最／地上部乾 蹶 　蛛 間
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44士0．Blmg5 ．eア土0
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O．58　 　　 3．65 曹 13．53
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